
岐阜県のＳＤＧｓの取組み

令和４年２月１７日

岐阜県
清流の国推進部清流の国づくり政策課

ＳＤＧｓ推進室

「ＳＤＧｓ未来都市」岐阜県
岐阜県は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。



１ ＳＤＧｓとは
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• ２０１５年９月に１９３の国連加盟国の全会一致で採択された、２０３０

年までの国際目標

• １７のゴール、１６９のターゲット、２３２の指標で構成

• 「誰も取り残されない社会」が基本理念



２ ＳＤＧｓの背景

• ＳＤＧｓが採択された２０１５年、世界は多くの課題に直面

貧困超高齢化

教育格差

経済格差

気候変動

ＡＩ、情報

衛生環境

紛争

飢餓

健康

エネルギー問題

男女格差

金融危機

• 先の見通しが不透明・予測困難

⇒ ＳＤＧｓはより良い未来に導くための重要な羅針盤

• 新型コロナウイルス感染症により、様々な課題が浮き彫りに
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• 人口減少社会において、持続可能に成長できる地域づくり
を目指す「地方創生」と「ＳＤＧｓ」は方向性が同じ

• 「清流の国ぎふ」創生総合戦略に沿った取組みを通じて、
ＳＤＧｓの達成を目指す
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３ 岐阜県の取組み



「清流の国ぎふ」創生総合戦略に沿った取組み
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「清流の国ぎふ」の
未来を担う人づくり

世界に誇る「ぎふブランド」
の創造と発信

美しい清流とそれを育む
豊かな森の保全と活用

 環境保全の推進

 次世代エネルギー

導入促進

 災害から命を守る対策

推進

 女性の活躍推進

 ぎふ木育の推進

 ふるさと教育の展開

 ＳＤＧｓ推進の理解醸成

と推進体制の構築 等

 「ぎふブランド」の

創造と発信

 各分野への未来技術の

導入

経済環境 社会

ＳＤＧｓの推進に資する取組み

「岐阜県ＳＤＧｓ未来都市計画」策定（Ｒ２．８月） 6

４「ＳＤＧｓ未来都市」岐阜県

• 岐阜県は、2020年7月に内閣府から「ＳＤＧｓ未来都市」に選定

• 2030年のあるべき姿「自然と人が創り出す 世界に誇る『清流の国ぎふ』」
を目指し、環境・経済・社会の３つの側面の取組みを推進



指 標

■ 温室効果ガス排出量

2018年度

1,４５９ 万t-CO2

2030年度

1,421.6万t-CO2

■長良川源流の森育成事業取組み面積

2020年

9.9ha
2023年

累計14.3ha 

■木質バイオマス利用量

20２０年度
1２８千㎥

2023年度
197千㎥

環境面 美しい清流とそれを育む豊かな森の保全と活用
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指 標

■美濃和紙ブランド認定商品数

2016～2020年度 ： 累計２98商品 2016～2020年度 : 累計300商品

■鮎の輸出量

2020年度 ： 0.8トン 202３年度：10トン

■GAP（農業生産工程管理）実践者数

2020年度 ： ２５2経営体 201９～202３年度：累計2,000経営体

■「清流長良川の恵みの逸品」新規認定数

2020年度：５２商品 201９～202３年度 ： 累計５０商品

■漁業者による鮎漁獲量

2019年度 ： 21３ｔ 202３年度 ： ３５０ｔ

■スマート農業技術導入経営体数

2020年度 ： ３45経営体 2023年度 ： ５５０経営体

■林業産出額

2019年度 ： 94億円 2023年 ： １１６億円

■県内航空宇宙産業の製造品出荷額

2019年度 ： 2,345億円 2020年 ： 4,000億円

経済面 世界に誇る「ぎふブランド」の創造と発信

8



指 標

■管理的職業従事者に占める女性の割合

2015年度 ： 14.5% 2020年度 : 18.2%

■県内障がい者実雇用率

2020年度 ： 2.17% 2020年度 : 2.30%

■日本語指導が必要な外国人生徒のうち、就職または高等学校等へ進学した生徒の割合

2020年度 ： 76.7% 2023年度 : 100%

■世界農業遺産「清流長良川の鮎」プレーヤーズ登録団体数

2020年度 ： 89 団体 202３年度 ： 100団体

■「清流長良川あゆパーク」における体験プログラム参加者数

2019～2020年度 ： 68,660人 2019～202３年度 ： 100,000人

■新規林業就業者数

2019～20２０年度 ： 累計149人 201９～202３年度： 累計400人

■学校の特色に応じた課題解決型のふるさと教育に取り組む県立高等学校数

20２０年度 ： ６３校（１００％） 202３年度： ６３校（１００％）

■「清流の国ぎふ」ＳＤＧｓ推進ネットワーク会員数

2022年1月 ： 874 会員 202２年3月 ： 70０会員

社会面 「清流の国ぎふ」の未来を担う人づくり
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・企業、団体、ＮＰＯ、個人等が連携し、先進事例の共有、情報発信を
行う「オール岐阜」による推進組織を創設

【設 立】２０２０年４月
【会員数】８７４会員（１月末現在）

【バックアップ体制】

①情報発信・情報共有 会員向けメールマガジン（月２回）

②普及啓発 会員向けセミナー（年５回）

③会員間連携マッチング支援
・会員の目標・課題に対して、他会員から提案を募集し会員間の連携を
促すマッチング支援体制を構築

④補助金制度（補助率1/2）
・会員や市町村のＳＤＧｓに資する新たな取組みを支援

⑤融資制度
・会員向け「SDGs推進資金」を創設（年利0.8％）

⑥リーディング会員制度
・積極的な活動を行う会員をリーディング会員に認定。課題を抱える会員
への助言・相談、県民や企業への普及啓発を実施

５「清流の国ぎふ」ＳＤＧｓ推進ネットワーク
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・ネットワーク会員を対象に、機運醸成や意識改革、ノウハウの習得の
ため、地域やテーマ、分野別のセミナーを実施

Ｒ３年度 ※オンライン

○7/20 実践入門編（参加：50人）
・県施策紹介 ワークライフバランス推進事業

ゴミ減量化と食べきり運動
・事例紹介 県内３企業・団体

○9/3 製造業編（参加：57人）
・県施策紹介 温室効果ガス排出削減計画
・事例紹介 県内３企業・団体

○12/1特別編（参加：105人）
・事例紹介 リーディング会員２企業・団体
・講演 慶應義塾大学大学院 蟹江憲史氏

○1/19企業連携（参加：89人）
・基調講演 三井住友銀行
・事例紹介 リーディング会員２企業

○2/17農業編

会員向けセミナー



• ひとつの行動（取組み）は、多くのゴールにつながる

農業
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• こうした一つひとつの行動の積み重ねが、ＳＤＧｓ達成を実現


